




Hyperな足元がパフォーマンスを魅せる！
　GTBといえば、約40年前にフェラーリ初のミッドシッ
プ V8モデルとして登場した308GTBが、スーパーカー
世代にとっては思い出深いモデルだ。“ピッコロ・フェ
ラーリ”とも呼ばれ、あのディーノの後継としてデビュー。
ピニンファリーナ在籍時のレオナルド・フィオラパンティ
が設計したもので、横置きミッドシップレイアウトを活か
した美しさと速さを融合するデザインが特長だ。そんな
308GTB の血統を受け継ぐ最新のフェラーリが、ここで
紹介する488GTB なのだ。
　2009 年登場の 458イタリアをベースにしているけど、
最大の違いはNAエンジンからターボエンジンへの変更。
458 イタリアに比べて 600cc ほどコンパクトなんだけど、
最高出力は 100ps 以上アップ。さらに搭載位置を低く

することで、最高速 330km/h、0-100km/h がわず
か 3.0 秒というポテンシャルを持っている。計算されたエ
アロダイナミクスもその高い性能の一端を担う。スプリッ
ターにより2 分割したサイドのエアインテークや、可変フ
ラップを備え空気抵抗を増やさずダウンフォースを稼ぐブ
ロウン・スポイラーなど、随所にアップデートが見える。
　そんな488GTBにお目にかかれるってことで、滋賀の
オフィス・アズに向かった。「注文から10か月で、やっ
とデリバリーされました。ウチでは、オーダーした外装に
合わせ、足りない部分をプラスしています。スプリッター
やアンダードアカバーなどのオーダーしたカーボンに合わ
せ、注目度が急上昇中のカプリスト製のフロントスプリッ
ターとミラーキャップを装着しました。カプリストは、エキ

ゾーストメーカーとしても注目ですが、ドライカーボンパー
ツの高いフィッティング性能はなかなかですね」（オフィス・
アズの西川代表）。
　オーナーが以前乗っていた 458 同様、ホイールには
ハイパーフォージド製をマウント。「以前乗っていたことも
あって、オーナーが絶大な信頼を置いているホイールブ
ランド。そこで、指名したのが最新の LC5でした」。ブラッ
シュドアナダイズドブラックのディスクは、鍛造ならではの
素材感をアピール。ブレーキシステムとのキワキワのマッ
チングも絶妙で、488GTB の高いポテンシャルを見た目
と機能性でも強力にアシストするものに仕上がっていた。
近くノビテック製のリアリップを装着する予定とのことで、
今後の仕上がりに注目していきたい。

WHEEL HYPER FORGED>>
LC5　F:21×9.5　R:22×12　
Finish:Brushed Anodized Black Disk/
Anodized Gloss Black Rim
TIRE CONTINENTAL>>
SportContact 6
F:255/30ZR21　R:335/25ZR22
EXTERIOR Capristo>>
Front Splitter/Mirror Cap

FERRARI 488 GTB

SPECIFICATIONS

1フロントの大きな開口部には、カプリスト製の
フロントスプリッターを装着。オプションで装着し
たパーツと合わせたドライカーボンが刺激的な顔
をつくる。 2 ハイパーフォージド LC5をマウント。
ブラッシュドアナダイズドブラックのディスクが削
り出しならではの質感をアピール。キャリパーと
のコントラストも美しい。 3スプリッターにより2
分割したエアインテークやアンダードアカバーに
装着したカーボンファイバーと合わせ、カプリスト
のミラーキャップを装着する。 4 458 イタリアに
対し、488GTB ではディフューザーの高さを確
保するため、エグゾースト・テールパイプをセンター
寄りから出すレイアウトに変更している。

5フェラーリ史上最強のミッドシップ
V8 エンジン。排気量 3902cc ＋
ターボで、最高出力 492kW/ 最大
トルク 760Nm、0-100km/hを3.0
秒というパフォーマンスを誇る。 6イ
ンテリアのレザーやステッチ、カー
ペットにいたるまで、オーダーメイド
が可能。マルチファンクション・ス
テアリングや、コントロール・スイッチ・
ブリッジなど、クラシック・フェラーリ
の要素が織り込まれている。

エアロダイナミクス効率で、フェラーリ歴代モデルで新記録となる1.67を実現。ベースブリード・サイドインテーク、ブロウン・スポイラーが目を惹く。

FERRARI 488 GTB

SUPER SPORT&PREMIUM EV
[TOP ISSUE]

Super Sport

“ピッコロ・フェラーリ”の進化形！
CALL>>Office Az [0749]42-7568　http://www.office-az.com/
PHOTO>>DAISUKE HAKOZAKI（箱崎大輔）
TEXT>>AKIRA OKAMOTO（岡本晃/OFFICE AHEAD）

FERRARI 488 GTB
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AIRMTCサスペンションで
上質オーラを纏う

美的ボディは重要なモディファイメニュー

SPECIFICATIONS / MERCEDES-BENZ C200 AVANTGARDE         
WHEEL  HYPER FORGED >> HF-LC5  F:20×9.0J  R:20×10.0J  Finish:Brushed Black Clear Gloss 
TIRE  MICHELIN >> Pilot Super Sport F:245/30R20  R:285/25R20       
EXTERIOR  MERCEDES-BENZ >> C63AMG Grille, Red Painted Brake Caliper, Window Moldings Black-out 

フロントグリルにはC63純正を加工してセッ
ト。メイカーズプラスが行うセラミックプロ
9Hの鏡面仕上げにより、ボディ形状のディ
テールが浮かんでくる。

本革シートは乗り降りの際につくキズが気に
なる。ならば、メイカーズプラスで行うヤワ
ラレザーコーティングがオススメ。手垢がつ
いても水拭きで簡単に拭き取れる。

ハイパーフォージドのLC5（F：20×9.0J 
R:20.0J×10.0J）。ブラッシュドブラッククリア
グロスディスク/ガンメタアナダイズドリムをセ
レクト。M4カラーに塗装したキャリパーとのク
リアランスも必見。

メイカーズが得意な太履きマッチング（フロントに9.0J：245/30、リ
アに10.0J:285/25）。1度40分というナチュラルキャバーが上質なスタ
イルに仕立てる。

AMGラインに装備されたエアサスペンションをそのまま使用。コンフォートモー
ドに対し、「Sport＋」モードをセレクトにより−45mmロワードさせた状態。

MERCEDES-BENZ 
C200 AVANTGARDE  

Mercedes-Benz SEDUCTION M
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　“ベビー S クラス”とも呼ばれる W205 C クラス。
全幅は 1.8m 超、全長も先代より 75mm（アバンギャ
ルドの場合）伸び、スタイリングを含め、その評価
は高い C クラスだけど、モディファイのベースとな
ると、その盛り上がりはイマイチ。なによりパーツ
のバリエが BMW やアウディとかに比べると少ない
というのが理由。ならば！ってことで、そんな素材
に果敢にチャレンジしたのが兵庫・メイカーズの西
尾卓真サン。「メイカーズといえば、BMW、アウディ、
VW のイメージが強いですよね。だからこそ、モディ
ファイではあまり手がけないベンツがいいと思って
…」。
　ベースとなったのは、C200 アバンギャルド。そ
こに上級グレードのみに標準装備される AIRMTC サ
スペンション（純正エアサス）をプラスした「AMG
ライン」をあえてセレクト。で、メイカーズはその
純正エアサスをそのまま使って、このスタイリング
をつくってしまったというわけ。

　決してヘビーなモディファイではないんだけど、
ホイール＆タイヤのセレクトの妙が冴え渡っている
のがわかるかな？　マウントしたホイールは、ハイ
パーフォージド LC5（F:20×9.0J R:20.0J×10.0J）
に、F:245/30 R:285/25 というタイヤを太履きで
セット。1 度 40 分というナチュラルキャンバーによ
り仕立てることで生まれるフェンダーとのクリアラ
ンスが、高級感をさらに増幅している。
　それにしても、適度なロワードと C63 純正グリル
の加工装着だけで、なぜこれだけ魅せられるのかと
疑問に思った人も多いはず。その秘密が、こぼれる
ようなボディの美しさだ。メイカーズの姉妹店「メ
イカーズプラス」で行ったセラミックプロ 9H の鏡
面仕上げにより、C200 が本来持っている微細なボ
ディラインを際立たせているというわけ。「ボディ
コーティングもモディファイのひとつです。そんな
パッケージも用意しているので、ぜひチェックして
みてください」。

OWNER>> 西尾卓真サン
CALL>>macars（メイカーズ）[072]252-3929 http://.macars.net 
               macars plus（メイカーズプラス）[079]252-3801  http://macars-plus.net
PHOTO>>DAISUKE HAKOZAKI（箱崎大輔）
TEXT>>AKIRA OKAMOTO（岡本 晃・オフィスアヘッド）


